
校訓「好学 創造 親和 不屈」鹿児島県立与論高等学校

（ ）第33号 令和５年４月６日／校長 甲斐 修

校長通信

『校長通信』をお届けします
令和５年度が始まりました。今年度も『校長通信』

をお届けします。生徒・保護者等を対象に，学校教育

に関することや折々の校長室の話題を中心に紙面を

構成していきます。どうぞよろしくお願いします。

これまでの『校長通信』は，本校ホームページに掲載しています。

[検索ルート] 与論高等学校Top＞学校紹介＞学校長挨拶・校長通信

新学習指導要領の理念を実現するために
高等学校では令和4年度から新学習指導要領に

基づく教育が始まりました 。これからの学校教（図１）

育に求められるのは，学びは単なる個別の知識の記

憶ではなく，生きて働く「知識・技能」として習得され

ること。未知の状況に対して，理解していることやでき

ることをどのように駆使して課題を解決するかを考え

る「思考力・判断力・表現力」。どのように社会や世界

と関わり，よりよい人生を送るかという「学びに向かう

力・人間性等」の育成です。この三つの柱に整理され

た資質・能力は，高大接続改革の一環として進めら

れている大学入試改革につながっています 。（図２）

本校は今般の高校教育改革を見据え，令和３年度

から学習指導と学習評価の改善に取り組んでいま

す。具体的には，定期考査を廃止し，各教科がそれぞ

れの単元や題材のまとまりの中で，ペーパーテストだ

けでなく，レポートやプレゼンテーション，作品制作な

ど多様な方法で評価 する仕組（観点別学習状況の評価）

みに改めました。さらに，生徒が学校外における時間

を自身の成長のために主体的に使っていく姿勢を身

につけるために朝課外を廃止しました。

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など，新しい時代に求め
られる資質･能力を育成

知識の量を削減せず，質の
高い理解を図るための学習
過程の質的改善

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については，些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になって
おり，そうした点を克服するため，重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」
の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を
構造的に示す

学習内容の削減は行わない※

図1 学習指導要領改訂の考え方 出所：文部科学省ホームページ

改善に際して，生徒が見通しをもって学習に取り組

めるように「年間授業計画」に加え，各単元の始めに

「単元シラバス」を配布しています。

単元シラバスは，その単元で何を目標とし，いつ，

どのような方法で評価するかなど，予習やテストの準

備に必要な情報を簡潔に示したものです。

実践を重ねる中で，「主体的な学習を促すには，単

元シラバスにどのような情報が必要か」「学習評価を

どのようにフィードバックするのが効果的か」などにつ

いて教職員で議論しながら改善を図っています。

本校は今後も生徒の「学びに向かう力」を引き出

し，必要とされる資質・能力の育成に努めていきます。

グランドデザインで教育活動全体を示す
どのような教育活動を新学習指導要領に基づき，

生徒・保護者や地域の方々にその全容を行うのか，

理解してもらうため，本校はグランドデザインを策定

し，令和３年度から公表しています 。（裏面）

本校のグランドデザインでは，教育目標と重点目標

の下に，「生きる力」としての「豊かな人間性」「健康・

体力」「資質・能力の育成」を三つの柱として定位し

ています。さらに，「資質・能力の育成」については，

「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのよう

に学ぶか」「生徒の発達をどのように支援するか」

「何が身に付いたか」「実施するために何が必要か」

について，その内容を簡潔に記載しています。

年度末に実施する学校評価は，このグランドデザイ

ンに基づいてアンケートを実施します。

令和４年度の学校評価結果は，本校ホームページに掲載しています。

[検索ルート] 与論高等学校Top＞学校紹介＞学校関係者評価委員会

学力の３要素を育成する

高等学校教育

学力の３要素を
多面的・総合的に評価する

大学入学者選抜

高校までに培った力を
更に向上・発展させ，
社会に送り出すための

大学教育

高等学校教育・大学教育・大学入学者選抜の一体的改革

高大接続改革

●国際化，情報化の急速な進展
↓

社会構造も急速に，かつ大き
く変革。

●知識基盤社会のなかで，新た
な価値を創造していく力を育て
ることが必要。

●社会で自立的に活動していく
ために必要な「学力の３要素」
をバランスよく育むことが必要。

【学力の３要素※】
① 知識・技能の確実な習得
② （①を基にした）思考力，
判断力，表現力

③ 主体性を持って多様な
人々と協働して学ぶ態度

※ 学力の３要素は，中央教育審議会「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の一体
的改革について～全ての若者が夢や目標を芽吹かせ，未来に花開かせるために～（答申）」（平成26年12月22日）で示されたもの

1

図2「高大接続改革」の必要性 出所：文部科学省ホームページ
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与論高等学校の教育目標と重点目標
【教育目標】 憲法，教育基本法の精神にのっとり，「好学の気風」「創造の精神」「親和の態度」「不屈の

根性」の校訓のもと，知・徳・体の調和のとれた心身ともに健康で豊かな人間形成をめざし，
わが国の文化と伝統を尊重する態度と国家・社会の進展に寄与できる有為な人材を育成する。

【重点目標】 予測が困難な時代を主体的に生き抜く力をもった生徒を育成する。

豊かな人間性

￭ 豊かな教養とともに，人権に対しても深い認
識をもっている。
￭ わが国や郷土・与論島のもつ良き自然と伝
統・文化を愛し尊重することができる。

健康・体力

￭ 基本的生活習慣を確立している。
￭ 体力づくりに努め，自ら健康を管理できる。
￭ 疾病等への予防・対応の意識をもっている。

資質・能力の育成

何ができるようになるか
◯学校教育の基本

￭ 学ぶことの意義を理解し，未知の状況の中
で ，正解のない問いに対しても，よりよい
解決策を見出すために，多様な人々と協働し
ながら，粘り強く取り組むことができる。

何が身に付いたか
◯学習評価を通じた学習指導の改善

￭ 目標に適した単元テストの実施（妥当性）
￭ 単元毎の評価に基づく補充指導の充実と授
業改善（「指導と評価の一体化」の具現化）
￭ 評価結果の生徒による理解と活用

生徒の実態
￭ 純朴・素朴・素直

￭ 離島のため情報や刺激が少ない。

￭ 学習意欲が低い生徒，学習習慣
が身に付いていない生徒が少なく
ない。

目指す生徒の姿
￭ 自ら学ぶ意欲と社会の変化への
適応力をもつたくましい生徒

￭ 豊かな教養とともに，人権に対し
ても深い認識をもつ生徒

￭ わが国や郷土・与論島のもつ良き
自然と伝統・文化を愛し尊重する，
心豊かな生徒

何を学ぶか
◯教育課程の編成

￭ 学習の基盤となる「言語能力」の重視
￭ 持続可能な社会をつくる力の重視（海洋教育）
￭ 各教科等で育成する資質・能力の明確化
￭ 生徒の実態を踏まえた授業デザインの充実

どのように学ぶか
◯教育課程の実施

￭ 単元シラバスに基づく主体的な学び
￭ 教科等における探究的な学び
￭ 地域と連携した協働的な学び
￭ 個に応じた学び

実施するために何が必要か
◯指導体制の充実，家庭・地域との連携・協働

￭ 授業改善と学習評価の工夫・改善 ￭ 教職員の専門性を高める研修機会の充実 ￭ ICTの積極的活用
￭ 教育資源の活用と開発（海洋教育／キャリア教育）￭ 外部講師による講演等の充実 ￭ 学校評価の活用と充実

￭ いじめ・体罰の根絶 ￭ 危機管理（防火・防災等）の
徹底と意識の醸成 ￭ 幼・小・中学校と連携した保健指
導の充実 ￭ 教育相談の充実

安心・安全を守る

￭ 広報活動の充実（学校ホームページの充実／学校広報
紙『みちしるべ』の発行／『校長通信』の発行）
￭ 地域機関との連携・地域行事への参加

開かれた学校づくり

生徒の発達をどのように支援するか
◯配慮を必要とする生徒への指導

￭ 居場所としてのホームルームづくりの推進

￭ 職員間の情報共有とチームによる生徒支援

￭ スクールカウンセラーと連携した教育相談
の実施による生徒・保護者支援

※グランドデザインのフレームは，高木展郎著『評価が変わる、授業を変える』（2019年，三省堂）143頁を参考にしました。

令和５年度 鹿児島県立与論高等学校グランドデザイン


